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	月
(時)
	〔主題名〕
教材名
	ね　　ら　　い

★教科・行事等との関連
	主な学習活動

（◎,○ 主な発問）
	仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	
	
	※　番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	４月
①
	【良好な関係を目指して】
１　あいさつ





	○挨拶や礼儀の意義を考えることを通して，時と場に応じて主体的に適切な言葉遣いや行動をとろうとする態度を育てる。
(Ｂ 礼儀)

★始業式，新入生歓迎会
	１　挨拶についてのアンケート調査の結果を知り，考えたり感じたりしたことを話し合う。　
２　「あいさつ」を読んで話し合う。
◎帰り道，３人は「あいさつ」に対してどのような気持ちを持っていただろう。
３　挨拶や礼儀はなぜ必要なのか話し合う。
〇挨拶や礼儀は，なぜ必要なのだろう。
４　本時のまとめをする。
	②１人１台端末等のアンケート機能を活用し，挨拶についての事前アンケートを取り，問題意識を持たせる。
③中心的な発問では，自分とは異なる意見でもしっかりと聞くように促し，ねらいとする道徳的価値について話し合わせる。


	②

	【よりよい社会を目指して】
２　住みよい社会に





	○マナーがカメラに監視されることについて話し合い，社会連帯の自覚を高め，公共の精神を持って，より良い社会の実現に努める態度を育てる。
(Ｃ 社会参画，公共の精神)

	１　「住みよい社会」とはどのようなものか考える。
２　「住みよい社会に」を読んで話し合う。
◎マナーがカメラによって監視されることを，どのように考えるか。
３　「住みよい社会」をつくるために，必要なことや大切なことは何か話し合う。
〇「住みよい社会」をつくるために，必要なことや大切なことは何だろう。
４　本時のまとめをする。
	②導入では，１人１台端末等の付箋機能に「住みよい社会」について，グループごとに意見をまとめさせ，教材への関心を高めさせる。
③導入の住みよい社会について振り返らせながら，住みよい社会をつくるために必要なことや大切なことは何かを考えさせる。



	
③
	【歩調を合わせて】
３　遠足で学んだこと







	○「みんなちがって，みんないい。」という言葉の意味を考えることを通して，異なる個性や立場を尊重し，寛容の心を持って相手の生き方に謙虚に学ぼうとする態度を育てる。
(Ｂ 相互理解，寛容)
★野外活動
	１　人それぞれに異なる見方や考え方があることを理解する。
２　「遠足で学んだこと」を読んで話し合う。
◎「ぼく」が「みんなちがって，みんないい。」という言葉を思い出したのは，どのような思いからだろう。
３　自分とは異なる相手の良さから学んだことを生かすためには，どうしたらよいか話し合う。
○自分とは異なる相手の良さから学んだことを生かすためには，どうしたらよいだろう。
４　本時のまとめをする。
	②場面絵を大型テレビに映しながら範読をする。
③中心的な発問の前に，互いに意見を譲らずそれでいていつの間にか仲直りできていたのはどうしてかを考えさせてから，生徒一人一人にねらいとする道徳的価値について考えたことを話し合わせる。

	５月
①
	【いじめのない世界へ】
４-１ 私のせいじゃない
	○「私のせいじゃない」に描かれている泣いている子の立場に立っていじめの問題について考え，誰に対しても公正に接し，差別や偏見のない社会をつくろうとする心情を育てる。
(Ｃ 公正，公平，社会正義)
	１　いじめに関する時事問題を考える。
２　「私のせいじゃない」を読んで考える。
　◎この子は，何が悲しくて泣いているのだろう。
３　差別や偏見のない社会のために大切なことについて話し合う。
　○この子が泣いているのを見ている人たちは，どのようなことを考えているだろう。
４　本時のまとめをする。
	①みとめあう心（参考資料）３「いじめはゆるさない」を活用する。
②場面絵を大型テレビに映して，一つ一つの場面を様々な立場で考えさせる。
②奈良教育大学「いじめ問題解決への教育的支援」のHPを見て，いじめの構造や対応を理解してから授業に臨むと効果的である。

	②
	【いじめのない世界へ】
４-２　あの子のランドセル


	○過去の自分の行動に心を痛める主人公の気持ちを考えることを通して，自分の良心に従って行動することの大切さに気付き，自ら責任を持って行動しようとする態度を育てる。
(Ａ 自主，自律，自由と責任)
	１　ランドセルを初めて背負った日のことを思い出す。
２　「あの子のランドセル」を読んで話し合う。
◎中学校に入学した主人公は，「あの子」に対して，どのようなことを思っていただろう。
３　「主人公」の苦しみについて，考える。
〇小学校に入学する妹を見て，主人公は，どのようなことに気付いたのだろう。
４   本時のまとめをする。
	②１人１台端末等のアンケート機能を活用し，ランドセルを買ってもらったときの気持ちについての事前アンケートを取り，教材への関心を高めさせる。
③中心的な発問では，消えることのない後悔について考える時間を十分確保し，グループで話し合わせるなど多様な考えに触れさせる。


	
③
	【いじめのない世界へ】
４-３　「いじめ」について，あなたはどう思う？
	○いじめの事例と筆者の訴えを通して，他者を尊重し，差別や偏見のない社会で共により良く生きようとする心情を育てる。
(Ａ 自主，自律，自由と責任) 
(Ｂ 相互理解，寛容)

	１　ユニットの１，２時間目の学習を振り返る。
２　「『いじめ』について，あなたはどう思う？」を読んで話し合う。
◎「いじめ」は，いじめられた人の心に，どのような傷痕を残すものなのだろう。
３　「いじめ」を止めるのは，どのような心なのか考える。
〇「いじめ」を止めるのは，どのような心だろう。
４　本時のまとめをする。
	②ユニットの１，２時間目を場面絵やアンケートで振り返り，教材への関心を高めさせる。
③被害者と加害者の気持ちを自分との関わりで捉えさせることで，ねらいとする道徳的価値について考え話し合わせる。

	６月
①
	【本当の友情とは】
５　みんなでとんだ！






	○本当の意味で団結するには何が大切かを，多様な視点で悩む２年１組の姿に共感することを通して互いを理解し，励まし合って，友情を深めようとする意欲を育てる。
(Ｂ 友情，信頼)

★中総体
	１　物語の場面を想像させる。
２　「みんなでとんだ！」を読んで話し合う。
◎「最高のビリ！　最高の２年１組！」に込められた気持ちや心とは，どのようなものだろう。
３　自分のクラスを「最高！」と言うために大切なことは，どのようなことか話し合う。
○自分のクラスを「最高！」と言うために大切なことは，どのようなことだろう。
４　本時のまとめをする。
	③自分のクラスを「最高！」と言うために大切なことは，どのようなことかを話し合い，できるだけ多くの意見を発表させ，クラス全体で共有させる。

	②
	【「今」を生きる私のために】
６　私は十四歳


	○不安や悩みを乗り越え，自分らしい生き方を模索していく作者の姿を通して，自己を見つめ，自分の良さを生かし，伸ばしていく充実した生き方をしようとする意欲を育てる。                           
(Ａ 向上心，個性の伸長)
	１　部活動について話し合う。
２　｢私は十四歳｣を読んで話し合う。
◎悩む中でジャズダンスに出会えたのは，「私」がどのような気持ちを持ち続けていたからか。
３　自分らしい生き方をするために大切なことを話し合う。
〇自分らしい生き方をするためには，どういうことが大切か考えてみよう。
４　本時のまとめをする。
	②１人１台端末等のアンケート機能を活用し，部活動についての事前アンケートを取り，教材への関心を高めさせる。
③中心的な発問では，悩んだり不安な気持ちを抱えたりしつつも，自分を見つめ，自分らしさを追い求めた「私」を支えた考え方に気付かせる。

	③
	【思いを形に】
７　ごめんね，おばあちゃん





	[bookmark: _GoBack]○祖母に対する主人公の心情の変化について考え，父母，祖父母を敬愛し，家族の一員としてより充実した家庭生活を築こうとする意欲を育てる。
(Ｃ 家族愛，家庭生活の充実)
	１　自分と家族について考える。
２　「ごめんね，おばあちゃん」を読んで話し合う。
◎「ぼく」の「おばあちゃん，ごめんね。」というつぶやきには，どのような心が込められているだろう。
３　日常生活の中で，家族への感謝の気持ちをどう表したらよいか考える。
○日常生活の中で，家族への感謝の気持ちを，どう表していったらよいだろう。
４　本時のまとめをする。
	③中心的な発問では，自分の考えを持ってからグループで話し合い，「ぼく」がおばあちゃんの無私の愛情を理解し，自分にできることを考え始めたことを押さえさせる。

	
④
	【「和食」の良さって何だろう】
８ 心でいただく伝統の味

	○和食を通して日本文化のよさについて話し合い，日本の伝統と文化を継承するとともに，新しい文化を創造してその発展に努めようとする意欲を育てる。
(Ｃ 我が国の伝統と文化の尊
重, 国を愛する態度)
	１　教科書P.48の和食の写真を見て，感想を発表する。
２　「心でいただく伝統の味」を読んで話し合う。
◎食べ物を「心でいただく」とは，どういうことだろう。
３　日本の文化のよさとその発展について考える。
〇和食を通じて感じた日本のよさは，どのようなことだろう。
４　本時のまとめをする。
	②和食の写真を大型テレビで見せながら感想を言わせ，教材への関心を高めさせる。
③中心的な発問では，多様な考えに触れさせながら，手軽に食べ物を口にすることができるようになった分, 食べ物に対するありがたみが減ってきたことについて考えたことを話し合わせる。

	７月
①
	【支え合いの中で】
９　愛







	○健おじさんの，姉の命を大切に思う気持ちや深い愛情について考えることを通して，思いやりの根底には人間尊重の精神があることを理解し，共に助け合い，協力し合って生きていこうとする心情を育てる。
(Ｂ 思いやり，感謝)
	１　漫画を見て，助けたり助けられたりしたことを発表し合う。
２　「愛」を読んで話し合う。
◎健おじさんの優しさや勇気は，どのような気持ちや考えから出てくるのだろう。
３　手を取り合って生きていくためには，どのような気持ちや考えが必要か話し合う。
〇手を取り合って生きていくためには，どのような気持ちや考えが必要だろう。
４　本時のまとめをする。
	②１人１台端末等のアンケート機能を活用し，「腎臓を提供するかしないか」を選択させる。どちらが正しいのではなく，自分とは違う多様な考えに触れさせる。



	
②
	【郷土の魅力にふれて】
10　祭りの夜



	○地域社会の一員としての自覚を持ち，地域の文化や伝統のよさに気付く作者の心情に寄り添うことで，郷土に対する認識を深め，進んでその発展に努めようとする態度を育てる。
(Ｃ 郷土の伝統と文化の尊重, 
郷土を愛する態度)
	１　ふるさとの魅力について発表し合う。
２　「祭りの夜」を読んで話し合う。
◎「忘れられない竿燈祭りになった。」と言われたときに，とてもうれしくなったのは，なぜだろう。
３　「郷土」と自分の関わりを考える。
〇郷土のために自分ができることはどのようなことだろう。
４　本時のまとめをする。
	②秋田の竿燈祭りや大曲の花火大会，横手のかまくらの様子を大型テレビで映し，教材への関心を高めさせる。
③「郷土のために自分ができることはどのようなことだろう。」（自
己を見つめる発問）では，自分との関わりで考えたことを話し合わせる。

	８月
①
	【いのちを考える】
11-１　奇跡の一週間


	○北村春夫さんの生き方を通して，生命の尊さ（生命の有限性）を理解し，自他の生命を大切にしようとする心情を育てる。
(D 生命の尊さ)
	１　命の大切さについて考える。
２　「奇跡の一週間」を読んで話し合う。
◎「私」が北村さんに「真剣になって」注文をつけることにしたのは，なぜだろう。
３　生きるとはどういうことなのかについて考える。
　〇限りある命を，これからどう生きることが大切だろう。
４　本時のまとめをする。
	②導入で日本ホスピス緩和ケア協会のHPを見せる。
③「限りある命を，これからどう生きるのが大切だろう。」をノートやワークシートに記述させ，ねらいとする道徳的価値ついて考えさせる。

	９月
①
	【いのちを考える】
11-２　妹に


	○妹の誕生に対する「私」や「私の家族」の思いを通して，生命のつながりや関わり合いを考え，かけがえのない自他の生命を大切にしていこうとする心情を育てる。
(D 生命の尊さ)
	１　生命を支えるつながりを考える。
２　「妹に」を読んで話し合う。
◎「私」や「私の家族」の言動には，妹の誕生に対するどのような思いが込められているだろう。
３　生命のかけがえのなさや生きる喜びを大切にするために，どのような気持ちが必要か話し合う。
〇生命のかけがえのなさや生きる喜びを大切にするために，どのような気持ちが必要だろう。
４　本時のまとめをする。
	③詩を読んで，最も感動した箇所に各自付箋を貼らせる。「私」と「私の家族」の思いを重ね合わせ，グループで付箋箇所を確認し合いながら話し合わせる。

	②
	【いのちを考える】
11-３　三つのいのちについて考える
	○「三つのいのち」について互いに意見を述べ合うことを通して，いのちの「有限性」「連続性」「偶然性」について考え，生命の尊さを深く理解し，かけがえのない生命を大切にしていこうとする態度を育てる。
(D 生命の尊さ)
	１　「三つのいのち」を確認する。
２　「三つのいのちについて考える」を読んで話し合う。
◎①で書いた意見をもとに，グループで意見を交換してみよう。その際，友達の意見の要旨をメモ書きしておこう。
３　自分が気付いたことをまとめ，発表する。
〇教科書P.72～73の６人の意見や，グループの友達との意見交換などを参考にして，自分が気付いたことをまとめてみよう。
４　本時のまとめをする。
	③「三つのいのち」についての意見を教科書に書き込み，それを基にグループで話し合わせる。



	③
	【よりよい社会のために】
12　宝塚方面行き―西
宮北口駅


	○電車内のミサとおじいさんとのやりとりを通して，公共の場での適切な言動を考え，公徳心を持って行動しようとする態度を育てる。
(C 遵法精神，公徳心)
	１　自分たちの経験を話し合う。
２　「宝塚方面行き―西宮北口駅」を読んで話し合う。
◎これから電車の中で，ミサとマユミはどのようなことに注意するだろう。
３　みんなが気持ちよく過ごすための配慮について考える。
○公共の場で多くの人に迷惑を掛けないために，どのようなことに気を付ければよいだろうか。
４　本時のまとめをする。
	②終末で，「駅と電車内の迷惑行為ランキング　日本民営鉄道協会」
　を活用する。
③人に迷惑を掛けないために，どのようなことに気を付ければよいのだろうかを考えながら，自分のことだけではなく，周りの人のことも考えて行動することの大切さに気付かせる。

	10月
①
	【気持ちを整えて】
13-１ 白ご飯を目指して―萩野公介
	〇気持ちを整えることによる心の変容を通して，心身の健康・安全へ向けた心情を育てる。
(A 節度，節制)


★終業式，新人大会
	１　自分の生活を振り返る。
２　「白ご飯を目指して―萩野公介」を読んで話し合う。
◎萩野さんは，不安から来る気持ちの乱れと向き合いながら，投げやりになりそうになる気持ちをどう整えていったのか。
３　心身の健康で大切にしなければならないことを話し合う。
◯今まで，どのような場面で気持ちを整えてきただろう。また，気持ちを整えるとき，大切にしたいことは，どのようなことだろう。
４　本時のまとめをする。
	[bookmark: _heading=h.gjdgxs]③「今まで，どのような場面で気持ちを整えてきただろう。また，気持ちを整えるとき，大切にしたいことは，どのようなことだろう。（自己を見つめる発問）」では，これまでの自分の生活経験を基に振り返らせながら，ねらいとする道徳的価値について考えたことを話し合わせる。




仙台版スタンダードカリキュラム題材の指導計画
